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	応用
	抗原情報
	背景
	C-X-Cモチーフケモカイン受容体3（CXCR3）ホモサピエンス この遺伝子は、CXCL9/Mig（インターフェロン-g誘導性モノカイン）、CXCL10/IP10（インターフェロン-g誘導性10 kDaタンパク質）、CXCL11/I-TAC（インターフェロン誘導性T細胞α走化性因子）と呼ばれる3種類のケモカインに選択性を示すGタンパク質共役受容体をコードしています。このタンパク質へのケモカインの結合は、白血球輸送に関与する細胞応答、特にインテグリン活性化、細胞骨格変化、走化性遊走を誘導します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。アイソフォームの1つ（CXCR3-B）は、ケモカインCXCL4/PF4（PMID：12782716）に高親和性で結合します。 [RefSeq提供、2011年6月],機能：CXCL9、CXCL10、CXCL11の受容体であり、ヒトメサンギウム細胞（HMC）の増殖を媒介する。アイソフォーム2はCXCL4の受容体であり、CXCL9、CXCL10、CXCL11によるヒト微小血管内皮細胞（HMVEC）の増殖阻害活性を媒介する。アイソフォーム2は血管新生に関与している可能性がある。アイソフォーム3はCXCL11の活性を媒介する。,オンライン情報：CXCケモカイン受容体のエントリ,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：アイソフォーム1とアイソフォーム2は主に心臓、腎臓、肝臓、骨格筋に発現する。アイソフォーム1は胎盤にも発現する。,
	研究分野
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	CXCR3 抗体を使用した K562 細胞の溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	CXCR-3ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

